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14:00-15:308.5 TUE.

※右の二次元コードからもお申し込みいただけます。

ENTRY https://www.obc.co.jp/250805
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セゾンテクノロジー
データインテグレーション

コンサルティング部
Data & AIエバンジェリスト

山本進之介氏

グローウィン･パートナーズ
Accounting Tech1部部長
公認会計士

大沼善次郎氏

https://www.obc.co.jp/250805


日時 2025年8月5日（火） 14:00～15:30（開演15分前からアクセス可）

参加方法 Zoom、参加費無料・事前登録制

対象 経営者、CxO・経営層、経営企画部門、経理部門、情報システム部門の方 等

定員 500名

共催 グローウィン・パートナーズ株式会社／株式会社セゾンテクノロジー／パーセフォニジャパン合同会社
／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／宝印刷株式会社／株式会社オービックビジネスコンサル
タント

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 企業成長支援室 坂本、山口
mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 録画、録音、撮影については固くお断りさせていただきます。

脱炭素経営の実践～DXと仕組化でスコープ3時代に挑戦する～
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お申込み ※右の二次元コードからもお申込みいただけます。
https://www.obc.co.jp/250805
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脱炭素経営の第一歩
～スコープ3時代の“見える化”戦略～

グローウィン・パートナーズ
大沼善次郎氏

欧州を中心に進む炭素情報開示の制度化は、日本企業にも大きな影響を与えて
います。義務対応にとどまらず、経営視点での脱炭素への取り組みが求められ
る今、企業は何をどこまで備えるべきなのでしょうか。本セッションでは、経
理部門を起点とした現実的な導入方法と社内連携の第一歩を紹介します。

（１）脱炭素を取り巻く制度変化とグローバルの潮流
（２）炭素会計による経営視点の転換
（３）経理部門から始める脱炭素経営の第一歩、“見える化”の実現

脱炭素経営を支えるデータ連携実践
法
～クイックにデータを集めて・つな
ぐアプローチ～

セゾンテクノロジー
山本進之介氏

炭素会計に必要な財務・非財務データは、社内外に散在しており、GHG排出量
の算定には関係各所の調整やデータ整理などに時間を要することが課題です。
本セッションでは、データ連携基盤の構築で、散在したデータをクイックに集
めて・つなぐ方法と導入のポイントを紹介します。

（１）GHG排出量算定の基本ステップ
（２）炭素会計でよくあるデータの落とし穴
（３）データ連携基盤により、クイックにデータを集めて・つなぐ実践法

脱炭素経営に向けた体制構築
～GHG排出量算定から報告までの
自動化・効率化を実現する方法～

パーセフォニジャパン
坂本晃一氏

GHG排出量算定の一次情報源は、ずばり経理データです。本セッションでは、
既存の経理データとGHG算定エンジンとの自動連携によって、毎月の算定から
サステナビリティ報告書などの報告対応までを、自動化・効率化する方法を紹
介します。

（１）脱炭素経営は経理データから始まる
（２）既存の経理データをGHG算定エンジンに連携する方法
（３）炭素会計から報告体制までの構築方法
（４）DXと仕組化で、Excel管理と属人化を脱却

脱炭素経営、さらなる一手！
第三者保証の役割と必要性

ソコテック・
サーティフィケーション・ジャパン
倉内瑞樹氏

ISOなどの国際基準に準拠したGHG排出量第三者検証サービスを提供するソコ
テックが、第三者保証の役割と取得のメリットや活用方法を解説します。

Q＆A ご参加の皆様の質問にお答えします。ご質問はお申し込み時にご入力いただくか、当日もお
受けしております。

グローウィン･パートナーズ株式会社
Accounting Tech1部 部長 公認会計士

大沼 善次郎氏

株式会社セゾンテクノロジー
データインテグレーション
コンサルティング部
Data & AIエバンジェリスト

山本 進之介氏

パーセフォニジャパン合同会社
カントリーマネージャー

坂本  晃一氏

ソコテック・
サーティフィケーション・
ジャパン株式会社 執行役員

倉内瑞樹氏
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